
令和３年度 学校関係者評価書 

 

学校名 北海道 浜頓別 高等学校 校長名 北 村 京 一 実施日 令和４年３月14日 

 

１ 学校教育目標 

人格の完成をめざし、国家社会の有為な形成者となる資質を養う。 

（１）他者を認め、自分で判断し、誠実さと良識を持って真剣に実践し得る人間を育成する。 

（２）自主的で責任感に満ちた精神を養い、情操豊かな人間を育成する。 

（３）真理と正義を愛し、生徒一人一人に地域社会に貢献できる能力を最大限伸長する。 

２ 本年度の重点目標 

（１）学力向上 主体的に学ぶ生徒を育てる。 

（２）進路実現 自立する生徒を育て第一志望を実現する。 

（３）情報発信 浜頓別高校の魅力を積極的に発信する。   

３ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

【教育活動】 

項   目 今年度の目標 目標達成のための方策と評価の観点 達成状況 評価 自己評価の結果 改善の方策 

【学習指導】 

生徒個々

の各レベ

ルの掌握

と向上 

基礎基本を重視

しアウトプット

を育む学習指導 

 生徒に学ぶ姿勢や学び方を身につけ

させることができたか。 
2.9 Ｂ 

○習熟度別授業とＩＣＴ機器の活用 

 英語、数学において習熟度別展開授

業を実施し、基礎学力の向上に成果

を上げている。 

  授業にＩＣＴ機器を活用し、生徒

の興味関心や理解を促し、学力向上

に貢献した。 

○授業見学、授業評価、校内研修の 

一体化による授業改善 

  公開授業週間等で教科横断的に

授業見学を行い、授業評価とあわせ

て授業改善につなげる取り組みを

行った。 

生徒が主体的に学習できる授業

について、教員どうしが学びあえる

機会を設けることができた。 

○生徒の実情に応じた取り組みの 

必要性 

   

○次年度は教員配置の関係から、習熟

度別展開授業を実施することが困難

なため、授業、放課後学習、個別指導

を組み合わせて多様な学力の生徒に

対応する。 

 確実な学力向上に資するＩＣＴ機

器の活用について、十分考慮したうえ

で今後も積極的な活用をしたい。 

○授業見学、授業評価をふまえた授業

改善を次年度以降も継続して校内研

修のテーマとして扱い、ＰＤＣＡサイ

クルによる授業改善が実効性のある

ものとさせる。 

○各教科・科目の授業やＨＲ単位だけ

でなく、学校全体（全学年を対象）で

家庭学習を促す機会（学習日・週間の

設定など）としくみを構築する。各種

資格・検定等の取得を推奨し、家庭学

習に取り組む必要性を生み出す。 

学力の三要素

（理解・活用・

意欲）をバラン

スよく育成する

授業実践・改善 

 授業や学習指導の改善に努め、放課後

や家庭において生徒各自が自分の学び

肩を見つけているか。 

 

2.6 Ｂ 

３観点評価の試行 

「何ができるようになれば良いか」「ど

んな力を身につければ良いか」を明確に

し、生徒の自己評価能力を高めることが

できたか。 

2.7 Ｂ 

 

評価者の意見等 
中学校でも家庭学習の時間がとれていないので、保護者とも連携して、早い時期から、将来を考えさせる

ことも含めて取り組みが必要。 

自己評価の適切
さ 

改善に向けた取
組の適切さ 

B B 

【生徒指導】 

 

 規範意識

を持ち、他

者を認める

心の育成 

 生徒指

導・教育相

談の充実 

 

自己管理能力と

規範意識を高め

る生徒指導 

 生徒自らルールやマナーを守る意識

を高めることができたか。 
3.1 Ｂ 

〇スクールカウンセラー講話を２度

実施した。今年度、いじめ関連で大き

な問題は起きなかった。 

〇生徒との面談を各学年で定期的に

実施し、生徒情報共有した。生徒指導

事故や不登校はゼロだった。 

〇今年度は昨年度よりは行事を実施

することができた。各中学校での生

徒会による学校説明会や、中高連携

学習会などに参加することで、生徒

は自己有用感を育んだ。部活動は少

人数で大変だが頑張っている。 

○講話などだけでなく、普段の授業な

どから、情報リテラシーや人権尊重意

識を醸成できるようにしていく。 

○引き続き、定期的な面談などを実施

することで生徒理解を深め、職員会議

などで情報を全体で共有していく。 

○コロナに対応した行事のあり方を

継続的に探るとともに、通常であって

も生徒数と教員数が減少することを

想定し、行事や活動を持続可能な形に

していく。部活動では地域の力も借り

て存続させる。 

 他者を認める

心と協調性を育

む生徒指導 

 生徒が自己肯定感を高め、他者を尊重

する精神や自ら良好な人間関係を形成

しようとする姿勢を育むことができた

か。 

3.1 Ｂ 

誠実な生徒理解

と教育相談の充

実 

 生徒の状況を的確に把握すると共に、

迅速に情報共有し、問題行動やいじめの

未然防止に適切な初期対応をすること

ができたか 

 生徒の変化に気づき、適宜面談するな

ど生徒理解に努めたか。 

3.4 Ｂ 

 

評価者の意見等 
浜高への進学者が減る中で、中高連携学習会や交換授業等は大変素晴らしい取り組みである。 

浜中に限らず、近隣の他町村の中学校との連携も必要ではないか。 

自己評価の適切
さ 

改善に向けた取
組の適切さ 

B B 



【進路指導】 

進路実現を

目指し、切磋

琢磨して自

ら切り拓く

能力の育成 

「出口に強

い浜高」 

体系的・組織的

な進路指導の充

実 

 目的や計画を共有し、生徒の進路意識

を高める進路指導が行えたか。 
3.3 Ｂ 

○繰り返し面談を実施しミスマッチの

ない進路指導へ繋げることができた。

また、面接指導の充実を目的とし外部

講師による校内研修を実施した。 

○スタディサプリや外部機関の活用に

よる講習や講演の整備を図ることがで

きた。 

○キャリア教育の充実を図るため、近

隣企業や上級学校との協力によって説

明会や相談会の実施を進めることがで

きた。 

○生徒の進路決定につながる情

報発信を行う。 

○今年度実施の外部機関の活用

を活かし講習・講演の制度設計を

行う。また、キャリア行事の充実

のため、オンラインの活用も含め

関係機関や町内企業と連携し、行

事運営の改善を図る。 

学年進行による

キャリア教育の

充実 

 生徒のキャリアプランニング能力を

高め、自分の未来を切り拓くために積極

的に取り組む獅子絵を育むことができ

たか。 

3.4 Ｂ 

第一志望の実現 

 資格取得に励む、インターンシップや

オープンキャンパスに参加する、進んで

調べるなど積極的な行動が見られたか。 

3.5 Ａ 

 

評価者の意見等  

自己評価の適切
さ 

改善に向けた取
組の適切さ 

B B 

【健康安全指導】 

コロナウィル

ス感染症予防

と心身の健康

増進の意識の

高揚 

コロナウィルス感

染症予防のための

指導体制の充実 

 通信の活用や学校・家庭・地域との連

携ができているか。 
3.4 Ｂ 

○感染症対策について継続的に指導

を行い、感染流行を防ぐことだけで

なく、予防行動の定着や健康管理意

識の向上に働きかけることができ

た。 

○全校生徒を対象として健康相談を

実施し、個に応じた教育相談体制の

充実をはかることができた。積極的

に教育相談を行い、指導・支援につ

なげることができた。 

○定期的安全点検を行い、危険箇所の

点検・修繕に努めることができた。 

○健康課題に焦点を当て、関係教

員・関連機関等と連携した計画

的な保健指導の徹底、掲示・配

布物等を活用した積極的な情

報発信を行う。 

○関係機関等を含めた教育相談

体制の構築を図り、迅速かつ丁

寧な組織的対応につなげる。 

○計画的に点検を行い、修繕が必

要な箇所に関しては迅速に対

応し、生徒の安全管理に努め

る。 

健康増進のため

の指導の充実 

 適切な保健室利用がなされ、生徒が自

ら健康管理するような指導がなされて

いるか。 

3.2 Ｂ 

 

評価者の意見等 コロナ禍の対策の中ではあるが、生徒が想い出に残せるような行事等について努力して欲しい 

自己評価の適切
さ 

改善に向けた取
組の適切さ 

B B 

【学校運営】 

項   目 今年度の目標 目標達成のための方策と評価の観点 達成状況 評価 自己評価の結果 改善の方策 

【地域に信頼される

学校づくり】 

地域社会から

支持される学

校づくり 

 安全・安心な

学校づくり 

学校だより、中学

校訪問、ＨＰの活

用、新聞報道等を

活用した学校ＰＲ 

 積極的に学校ＰＲが効果的になされ

ているか。また、中学生やその保護者の

声に耳を傾けているか。 

3.4 Ｂ 

○管理職による中学校生徒、保護

者へのプレゼンテーションを行

い、積極的な情報発信を行った。 

○ホームページのタイムリーな

更新につとめ、情報発信を行っ

た。また、町の広報担当者や、地

域報道関係者と連携を密に図り、

学校の細かな活動についても、報

道してもらい、教育活動の周知に

務めた。 

○自然観察学習や、農業後継者育

成事業、地元企業による校内説明

会等を実施し、地域と密着した教

育活動を実践し、効果をあげている。 

○全教職員が学校経営シラバス

の重点とスクールミッションを

意識し、目標を明確に、共有し実

践することが重要である。 

○本校の様子を広く、知ってもら

うために、引き続き広く積極的な

情報公開を行う。 

○三者懇談会の内容を受けた中

高連携事業の実践について、計画

的に実践できるよう体制を整え

る。 

○総合探究学習への位置づけ等、

地域と連携した教育活動の組織

体制を整える。 

 

 

 

保護者や地域との

連携 

 保護者や地域と連携しながら教育を

進めたか。 
3.1 Ｂ 

危機管理に関わ

る組織的な対応 

 危機管理上、組織的かつ迅速・適切な

対応ができたか。 
3.2 Ｂ 

 

評価者の意見等 

 

 

 

中学生やその保護者のみならず、中学校教職員等へも広く高校についてＰＲすることも必要である。 

中学校も変わりつつある。更に連携して良い方向へ向かって欲しい。 

自己評価の適切
さ 

改善に向けた取
組の適切さ 

B     B 



【組織運営】 

学校課題

を共有し、

課題解決

に向けた

協働体制

の確立 

情報の共有化と

連携 

 報告・連絡・相談の質を高め、連携の

ために自ら行動するなど組織力の向上

に貢献したか。 

3.5 Ａ 

○新型コロナウィルス感染症対

策を踏まえた、新しい生活様式を

進めるにあたり、前年度踏襲を改

め、働き方改革を踏まえた、行事

の見直し、実践方法の再検討を行

った。実効性と教育効果の向上を

意識した改革に取り組んだ。保護

者や関係からお評価をいただい

た。 

 

 

 

 

 

○一間口としての新たな組織体制を

構築するとともに、年間計画の見直

しと、業務の精選による実効性を高

めた、教育活動推進に努める。 

○地域連携事業の見直しを図り、人

数減により、出来ることと出来ない

ことを整理し、一つ一つの関わりを

大切にしたものにする。 

 

 

 

縦横の連携を密

にし、組織とし

ての機能の充実 

 組織改善や業務の効率化のため主体

的に行動できたか。 
3.0 Ｂ 

 

評価者の意見等  

自己評価の適切
さ 

改善に向けた取
組の適切さ 

A B 

【教職員の資質向上】 

校内及び

校外での

研修体制

の促進 

研修の充実 

 自己の資質・能力向上にかかる目標を

定め、管理職の面談や授業参観等も活用

しながら、研修を進めることができた

か。 

3.1 Ｂ 

○管理職による授業参観を積極的に

行い、教員の授業改善に向けた意識

の向上を図った。ＩＣＴを効果的に

活用することで、生徒の興味関心を

高め、深い学びに向けた授業実践に

取り組んでいる。 

○各種通知や、事故情報等を定期的

に職員に提供し、注意喚起を促すと

ともに、事故の問題として捉え、危機

管理意識の向上に務めた。 

○他校への視察、外部講師の招聘等

による教員研修の場を多く持ち、資

質能力の向上に努めた。 

○教員個々の実践を、研修会等と連

動させ、学校全体として授業力向上

につながる体制を構築する。年間の

通じた研修テーマを設定し、実践、評

価、改善のサイクルを構築する。 

○日常の呼びかけとともに、職員会

議や、研修の場をとおして、危機管理

意識を向上させる。事例研究等を積

極的に取り入れ実践力向上に努めた

い。 

○「指導力向上」を意識させ、日々の

実践を評価しあえる雰囲気作りと、

ミドルリーダーが育つ環境づくりを

行う。 

人事評価制度の

活用 

 具体的な目標の設定とその達成に向

けて主体的に取り組めたか。 
3.1 Ｂ 

服務規律と法令

遵守の徹底 

 教育公務員として使命感や責任感が

向上し、信頼に足る言動であったか。 
3.7 Ａ 

 

評価者の意見等 
参観日などに行けず、中の様子をよく理解することができなかった。 

教員等に対しても、心と身体に余裕を持つことができる職場環境を作ることも大切。生徒と接する面でも
ゆとりを。 

自己評価の適切
さ 

改善に向けた取
組の適切さ 

A B 

 

 

 

【達成状況の指標（各教職員による評価）】 

        ４ 具体的な取り組みが行われており、目標等の達成が期待できる。     

３ 具体的な取り組みが行われている。または、具体的取り組みに向けて積極的に検討中である。 

        ２ 組織（分掌・学年等）として一般的な議論はしたが、具体的取り組みに向けての検討に至っていない。  

１ 課題の重要度は理解しているが、全くあるいはほとんど検討していない。 

 

【評価の指標】 

        Ａ 十分な取組が行われた。  Ｂ おおむね十分な取組が行われた。  Ｃ やや取組が不十分で改善が必要である。   

Ｄ 取組が不十分で抜本的な改善が必要である。 
               

 

【自己評価の適切さに対する指標】 

        Ａ 適切な評価である。          Ｂ ほぼ適切な評価である。        

Ｃ やや不適切な評価である。       Ｄ 不適切な評価である 

 

 

【改善に向けた取組の適切さに関する指標】 

Ａ 十分な効果が期待できる。       Ｂ ほぼ十分な効果が期待できる。 

Ｃ あまり効果が期待できない。      Ｄ まったく効果は期待できず、改善を要する。 
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